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同様に第4表から分る事は　　　　　　　　　　　　　のものに比べて再結晶するための最低の加工度は低く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜m＞　i）θが35°～45°の範囲ではqが20°　　～　　なつている。　〈111＞　　　　　　　　　　〈111＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈111＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iii）θが55°～60°の範囲ではqが10°　　～30° のものがqがoe～20q のものに比べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜111＞　　　　　　　　　　　〈111＞　　　　〈111＞て再結晶するための最低の加工度は低い。　　　　　　　20°　　のものがqが20°　　～30°　　のもの
、、），が45・．－55・の糊では。カ、。・～，。・〈’11＞の　砒べて酷晶するための鵬の加工度が急灘高く
変化に対し再結晶するための最低の加工度は略々一定　　　なつている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈111＞〈111＞　　＜100＞であり，qがo°～30°　　のものはqがo°～309　　　　　iv）θが60°～70°の範囲ではifが10°　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70）
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　＜111＞　　　　　　　　　　　〈111＞　　　〈111＞
20°　　のものがqが20°　　～30°　　のもの
に比べて再結晶するための加工度が非常に高い。
　次にこれらの表からいずれの方位におい七も引張
り加工度が大なるほど再結品後の単結晶に置きかわる
結晶粒の数が多く従つて加工度が大になると再結晶粒
の大いさは小さくなつている事が分る。また各方位に
ょって再結晶するための最低の加工度が異つておりス
テレオ標準投影三角形の＜111＞付近のものに比べ
て＜112＞付近のものの再結晶するための最低の加
工度は非常に高い。第3表および第4表の結果から単
結晶が引張り加工後に高温に加熱されたときに再び単
結晶を示す事があるのが分かる。これは非常に興味あ
る事実であってC・　H。Mathewsong）もその様な事実が
ある事を報告しているけれどもなお詳細な事は分から
ない。
　これを確めるために第3図および第5表で示される
長い単結晶板を腐食法によつて切断し同一方位の単結
晶の試片を用意して前と同様の実験を行つた。それら
の結果は第6表に示す。
　ステレオ標準投影三角形の中心部にあるものは引張
り加工度の少ないときは（方位により異るけれども約
2％）高温に加熱後etching　Pitsの配列はat　random
　　。　／9
　　ぢ、0　　　　　60θe
　　　　　・jo4　　0　　30s　　　　　　　5010　　13S7
犯畿粂，”、4・
Fig．3　Stereographic　Projection
　　　of　the　Samp且es
Table．5　Relation　betweenθand　q
　　　　　in　Fig．3．
No．
301
302
303
304
305
306
307
308
O?
52．5
54．5
40
60
58．5
43
53．5
47．5
　19．5
　9128．5
121
r18．5
　4
　16
　5
direction　of　q
＜100＞　side
＜100＞
＜111＞
＜111＞
＜111＞
＜100＞
＜111＞
＜100＞
No．
301
Table．6
θ゜
Relation　between　tel］ion　w）rk％and　sitLlation　after　heating．
・・° P…ec…n・f例
52．5 19．5
302 54．5
303 40
9
28．5
＜100＞　sideI
　　　　　　I
??
1・・ns・・nw・・k％
＜100＞
??
??? ??? ?
＜111＞
??
?????【
6．16
6．32
7．23
situation　after　heating
304
305
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i　307
L－
1　308
60
58．5
21
18．5
43 4
53．5
47．5
16
5
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A
B
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Veining
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Veining
　　Poly　crystals（3）
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であり単結晶の方位も加工前とほとんど変化がない。
引張り加工度約3％では高温に加熱後deformation
bandの中にのみetching　Pitsの配列に規則性がみら
れる。引張り加工度が約5％以上になると高温に加熱
後deformation　bandとbandとの間にもetch三ng　Pits
の配列に規則性が見られる様になる。これをVeining
と言う。これは引張り加工度が増加してbandとband
との間も轡曲したためと考えられる。なお引張り加工
度が約9％を越えると引張り加工の際にdeformatiorl
bandの起伏が激しくなるがまだ従来のslip　bandに交
叉する他のslip　bandは光学顕微鏡では観察されない
けれども高温に加熱すると再結晶する。再結晶して再
び単結占着になるものと多結晶になるものとは引張り加
工の際の光学顕微鏡による観察結果では差違が見出さ
れない。単結晶が再結晶して再び単結晶になる引張り
加工度は加熱でVeiningを示す加工度と再結晶して多
結晶になる加工度との中間の加工度であるがその範囲
は極めて狭い様である。なお単結晶が再結晶して再び
単結晶を示したもののうち代表として試片No．126お
よび試片No．128の引張り加工前の方位と再結晶後の
方位を第4図に示す。
　Fig。4　Relation　betwee且position　before
　　　　tension　and　after　recrystallized
　　　　when　single　crystal　again　indicated
　　　　after　recrystallization．
恥…o：麟欝1
州：鑑藩：：：：
　またステレオ標準投影三角形内の＜111＞および
＜100＞に近い方位のものは引張り加工の際cluster－
ed　slipのみあるいはこれにdeformation　bandの加わ
つた組織を示し引張り加工度約6％以下の場合には高
温加熱でVeiningを示すが引張り加工度が6％以上に
なるとその後の高温加熱で再結晶する。なお単結晶が
引張り加工後再結晶して再び単結晶になる場合は以上
の実験結果では＜111＞近傍，＜100＞近傍および
＜111＞と＜100＞を結ぶ境界線に近い方位のもの
の結果からは得られず，主としてステレオ標準投影三
角形の中心部の方位のものを約9％引張り加工後高温
加熱した揚合に得られている。すなわちステレオ標準
投影三角形内の中心部にあるものは引張り加工の初期
には単純なslip　bandsを示すのみでこれは非常に均質
な変形をしている由でありまた引張り加工度が増加し
てdeformation　bandが現われてもこの方位のものは
巾の広いdeformation　bandを示しその後の加熱で
etching　pitsの配列に規則性（Veining）が見られるの
みで再結品しない。光学顕微鏡では約9％（方位によ
り若干異るけれども）から変形の様子が非常に不均質
になつたとは確然と判定出来ないけれども一一加工の
初期に発生したdeformation　bandとbandとの間に巾
の狭い起伏にとんだdeformation　bandが発生するけ
れども一・約9％付近の引張り加工度となるとその後
の加熱で再結晶して単結晶あるいは多結晶を示す。こ
れはdeformation　band（deformation　bandをkink
band1°）と呼ぶ場合もある）の面が活動的たり面すな
わち主L一り面上を運動する転位を阻止しその境界部に
これらの転位を累積（pile　up）10）させそれが激しくな
ると再結贔するものと考えられる。ステレオ標準投影
三角形内の＜111＞および＜100＞付近の方位の
ものは引張り加工の初期からclustered　slipを示し，
特に＜111＞付近がclustered　slipは最も激しい。こ
れはbands　of　secondary　sliplo）とも呼ばれるもので
従属tり系との相互作用によつて主tり系が束状
（clustered）のslip　bandsをなしている中間領域に
従属たり系が複雑に交錯している縞状の領域として特
徴ずけられる如く（photo．14参照）非常に激しい不
均質変形をうけている由で，それ故ステレオ標準投影
三角形の中心部にあるものよりは少い加工度でその後
の加熱で再結晶して多結晶を示し再び単結晶を示さな
いものと考えられる。
§4．結　　論
　i）　ステレオ標準投影三角形の中心部および
＜110＞付近にある方位の単結晶板は引張り加工度
約1％以下のときは単純なるslipbandを示すのみで，
引張り加工度が増加して約2％になるとbandの巾が
広くかつその巾が明瞭に観察出来るdeformation　band
が発生する。
　引張り加工度が増加して約1⑪％になると引張り加
工の初期に発生したdeformation　bandとbandの中間
部分に巾のない起伏にとんだdeformation　bandが発
（72）
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生する。この様に巾の広いdeformation　bandが現わ
れるのはθ＜45°の場合でθの小なるほど巾が広く観
察される。
　θ＞45°の場合には引張り加工の初期に発生する
deformation　bandの巾がθ＜45°の場合よりは減少す
る。さらにθが増加すると起伏が激しく巾がほとんど
見られないdeformation　bandが発生する。この様な
ステレォ標準投影三角形の中心部にあるものは引張り
加工度の少いときは（方位により異るけれども約2％）
高温に加熱するとetching　Pitsの配列はat　randomで
あり単結晶の方位も引張り加工前とほとんど変化がな
い。引張り加工度約3％では高温に加熱後deforma－
tion　bandの中にのみetching　pitsの配列に規則性が
見られる。引張り加工度が約5％以上になると高温に
加熱後deformation　bandとbandとの間にもetching
pitsの配列に規則性が見られるようになる（ただしこ
の場合をVeiningと言う）。なお引張り加工度が約9
％を超えると引張り加工の際にdeformation　bandの
起伏が激しくなるが未だ従来のslip　bandsに交叉する
他のslip　bandsは光学顕微鏡では観察されないけれど
も高温に加熱すると再結晶する。再結品して再び単結
晶になるものと多結占西になるものとがあるが，引張り
加工の際の光学顕微鏡による観察結果では差違は見出
されない。単結晶が再結晶して再び単結晶になる引張
り加工度は高温加熱後Veiningを示す加工度と再結晶
して多結晶になる加工度との中間の加工度であるがそ
の範囲は極めて狭い様である。
　ii）　ステレオ標準投影三角形の＜112＞付近およ
び＜100＞と＜111＞を結ぶ境界線に近い方位の
ものは二重たりを示す。
　iii）　ステレオ標準投影三角形内の＜111＞および
＜100＞に近い方位のものは引張り加工の際にclus・
tered　slipのみあるいはこれにdeformation　bandの
加わつた組織を示し引張り加工度約6％以下の場合に
は高温加熱でVeiningを示すが引張り加工度6％以上
になるとその後の高温加熱で再結晶して多結晶を示
す。なお単結晶が引張り加工後再結晶して再び単結晶
になる場合は＜111＞近傍，＜100＞近傍および
＜111＞と＜100＞を結ぶ境界線に近い方位のもの
の結果からは得られなかつた。
　終りに御指導いただいた明治大学石田教授並びに東
京大学五弓教授に感謝いたします。
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